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<要約と結論> 

2017 年末から、広東省広州市でデジタル身分証の発行が始まった。既存の IC カー
ド型身分証と同様の法的効力を持つもので、初日に 3 万人以上が発行手続きをした。 

デジタル身分証は 2 種類あり、簡易版ならばインスタントメッセージアプリ「微信
(WeChat)」から簡単に入手することができる。登録する個人情報は公安のデータベー
スに保存され、身分証を使用する度に顔を撮影し、登録済みデータと照合を行う仕組み
だ。必ず顔認証を行うため、従来の身分証に比べ安全性は高い。 

2018 年 1 月以降、全国で順次デジタル身分証の発行が始まる予定だが、現時点で詳
細は明らかになっていない。 

1. デジタル身分証の試験運用スタート 

 2017 年 12 月 25 日、広東省広州市でデジタ

ル身分証「微信身分証」の発行が始まった。当

日だけで 3 万人以上が手続きを行い、新しい

身分証を手にしたという。 

デジタル身分証は、国家の重大プロジェク

トの一つとして実用化が進められているもの

で、インターネットサービスのほか、銀行、ホ

テル、鉄道切符の購入などで本人確認が必要

な場合、既存の IC カード型身分証と同じ法的効力を持つものとして利用できる。 

デジタル身分証は使用の度に顔写真を撮影し、AI による顔認証技術で登録済みデー

タとの照合を行うため、偽造や悪用の可能性が従来に比べて限りなく低く、認証エラー

率は 0.0001%(100 万件に 1 件)だという。 

人民網「手机刷脸证明“我就是我”」 
http://gd.people.com.cn/n2/2017/1226/c123932-31071652.html 
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2. デジタル身分証の入手と利用方法

最初の試験エリアとなった広東省では、身分証を管理する広州市公安局南沙区分局、

インスタントメッセージアプリ「微信(WeChat)」を運営する騰訊(テンセント)、中国建

設銀行など 10 社あまりによって設立された微警雲連盟が、デジタル身分証の発行をサ

ポートしている。

デジタル身分証は、簡単な本人確認のみに使えるモノクロ版

と役所や公安など厳格な本人確認が求められる場でも利用でき

るカラー版の 2 種類がある。モノクロ版は微信アプリ内にある

アプレット「網証 CTID」に身分証番号や携帯電話番号を登録す

るだけで入手できる。カラー版は、専用の「微警認証」アプリ

をスマートフォンにダウンロードした後、公安局の専用手続き

窓口に出向き、スマートフォン本体の認証や顔写真の撮影、所

有する IC カード型身分証の読み取り登録等を行って、ようやく

利用可能となる。

デジタル身分証を使用する際は、網証 CTID か微警認証アプリを開き、相手に QR コ

ードを読み取ってもらう。必要に応じて顔写真を撮影し、公安局の登録データと照合で

きれば、ただちに認証完了と表示される。なおデジタル身分証を登録したスマートフォ

ンを紛失した場合、他の微信あるいは微警認証アプリから身分証のデータを抹消するこ

とができる。

2018 年 1 月以降、全国で順次デジタル身分証の発行が始まると報じられているが、

具体的な計画は明らかにされていない。 

 本レポートに含まれる情報は一般的なご案内であり、包括的な内容であることを目的としており
ません。また法律・条令の適用と影響は、具体的な状況によって大きく変化いたします。具体的
な事業展開にあたってはクララオンライン コンサルティングサービスチームより御社の状況に
特化したアドバイスをお求めになることをおすすめいたします。また本書の内容は 2018 年 1 月
4 日時点で編集されたものであり、その時点の法律及び情報、為替レートに基づいています。

本書はクララオンライン コンサルティングサービスチームにより作成されたものです。クララオンラ
インの中国、台湾、韓国、シンガポールなどアジア各国のインターネットコンサルティングサービス
に関するお問い合わせは以下の連絡先までお気軽にご連絡ください。
asia@clara.ad.jp または +81(3)6704-0776

モノクロ版のデジタル身分証は

卡包の中に表示される 
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